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住宅用火災警報器を設置・点検しきしょう ′  謬壌

畿奪審議 火災によιl発生する

煙や熱を感知し、

音や音声で

知ら世てくれる

機器

音が鳴らなら1場合は

「
電 池 tnれ 」

きた勝

「機器本体0故障」

令和6年中※に住宅用火災警報器の

鳴動音等によιl火災が早く発見でき
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鳴動音に気付い
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【すべての寝室】 【寝室のある階の階段】

名古屋市 住宅用火災警報器 嘱理賽爾


